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~Explore our local community and ourselves~ 

ゲストティーチャーを招いての 

「地域×SDGｓ」プロジェクト 
                   を実施しました。 

 

  夏休み明けのオンライン授業に伴い、当初の予定を変更して実施中の「地域×SDGｓ」プロジェクトですが、 

10月21日（木）の「総合的な探究の時間」で、地域で活躍する社会人をゲストティーチャーとしてお招きし、交流会を

実施しました。当日は、１、2年生が13のゼミに分かれ、それぞれのゼミをゲストティーチャーに担当していただきま

した。授業の前半では、ゲストティーチャーによる地域課題の取り組みの様子などをプレゼンテーションしていただき

ました。後半は、生徒が事前に調べたゲストティーチャーからの宿題（お題）をチーム間で共有しあいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長瀬ゼミ 

介護予防指導士としての立場から、赤ちゃ

んからお年寄りまで幅広く健康維持に携わ

っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柄沢ゼミ 

「魅力的なモノ・ヒト・コト」を発信すること

で、地域を訪れる人を増やすことを目的と

しています。生徒は、地域の観光名所、名物

などを発信するため、記事の書き方を教え

ていただきました。 

石田ゼミ 

プラスチックの再利用、セラミックの再

利用など、環境保護の観点から、自社で

の取り組みを実践的に紹介していただ

きました。 

後藤ゼミ 

教室での座学ではなく、

自然を感じるため、校庭

でのフィールドワークを

行いました。目の前の草

木や生き物と触れ合い、

自然との関りを思い出し

ながら、持続可能な社会

へとつなげることに取り

組んでいらっしゃいます。 

鈴木ゼミ 

中津川市役所環境政策課

では環境政策および環境

対策に深く関わっていらっ

しゃいます。 

今回は食品ロスを大きな

テーマに掲げ、講義をして

いただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小木曽ゼミ 

加子母で小木曽農園を

営み、トマトを中心に栽

培していらっしゃいま

す。フードロスや若者が

農業の世界に就職した

くなるような、魅力的か

つ画期的な農業を探究

されています。 

西尾ゼミ 

再生可能エネルギーについて熱心

に取り組んでいらっしゃいます。 

東濃地区を日本一電気代の安い地

域にするため頑張っているのだと

か。 

（株）エネファントに勤務されてお

り、会社を上げてユニークな取り組

みをされています。 

新井ゼミ 

「中津川市にデザ

インを根付かせた

い」という想いで

意欲的に取り組

まれています。中

津高校卒業後は

カナダで映像の

勉強をされ、東京

や名古屋で勤務

後、中津川に戻ら

れたとのことで

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

河合ゼミ 

中津川市役所で SDGｓを担当

する政策推進課に所属されて

います。若い人の意見を取り入

れて、将来を担う若者が住み続

けたい、将来的には戻ってきた

いと思えるまちづくりを目指し

活動されています。 

千早ゼミ 

苗木遠山史料館で調査員をされてい

ます。郷土の伝承と伝統として史実と

比較して双方を守ったり、我が家のル

ーツを調べたい人に、その方法を具体

的に紹介していらっしゃいます。 

廣田ゼミ 

中津川市集落支援員として中津

東地区を担当されています。住み

やすいまちづくりを目指し、空き

家対策、ごみの減量化、母子家庭

への支援、高齢化世帯への支援

などに取り組まれています。 

糸魚川ゼミ 

福祉施設に勤められ、高齢者が地域の

中でその人らしく暮らしていくために

福祉施設はどのように貢献していけば

よいか、また、次世代を担う人材の発

掘、育成にも尽力されています。 

 


